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事例１：子どもの居場所支援分野におけるモデル事業

・小学生を対象に

居場所・学習支援・食事を提供するモデル事業

・家庭環境等に何らかの困難を抱える子どもの

学力向上や健康状態の改善等について評価指標を設定、

社会的インパクト評価を実施

・資金は民間企業からの寄付金を充当
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モデル事業 関係者構成図

小学生
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モデル事業の実施場所

コミュニティーサロン おさん

所在地：横浜市南区南吉田町2-17

開館時間：月～金 午前１０時～午後８時

・繁華街に近いエリア

・外国籍や外国につながる児童が多い

・生活保護世帯（１８区中２位）
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サービス提供内容

○おさん食堂 【食事提供】

・昼食・夕食を３５０円で提供。

※おさん･ひなた塾に登録している小学生は

夕食を100円で提供

・営業時間：昼食 １１時３０分～１３時２０分

夕食 １７時～１９時頃（月水金のみ）
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○おさん･ひなた塾 【学習支援／居場所支援】

実施日時：月・水・金 週３日 １６時～１９時

対象者 ：近隣の小学生

内容 ：宿題の支援、授業の補習

特徴 ：登録制・食事提供
※小学生は、帰る時間が17時を過ぎたら保護者のお迎えが必要。

サービス提供内容
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利用者の登録状況について（2019.10月末現在）

○登録児童数：３１名

・アクティブ利用者：21名

（内訳）小6：12名、小4：6名、小2：2名、小１：1名

・生活環境や子ども自身に何らかの困難を抱える子ども：14名

・アクティブ利用者のうち、約７割が夕食を利用。

○学習ボランティア数：１０名
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■庁内関係部署との調整

・こども青少年局

・健康福祉局

・教育委員会事務局

・南区役所

■地元調整

・連合町内会（会長、単位町内会長）

・「おさん」運営協議会
(連合町内会、民生･児童委員、主任児童委員、区社協、行政 等)

・小学校・中学校

事業開始前の調整状況について
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運営開始後の体制について

■実務者会議（月に１回開催）

・サービス実施団体、中間支援組織、横浜市

■運営会議（２～３か月に１回開催）

・サービス実施団体、中間支援組織、第三者評価機関、

資金提供者、横浜市

■評価のあり方検討会（2017年度に２回開催）

横浜市（こども青少年局、健康福祉局、教育委員会、政策局）、
中間支援組織、第三者評価機関
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モデル事業における社会的インパクト評価について

SROI (Social Return on Investment:社会的投資収益分析)

サービス提供によるアウトカム（成果）を定量化し、

金銭代理指標を用いて貨幣換算を実施

【アウトカムデータの収集方法】

① 学力や生活習慣、心理状況の変化

・塾長が、利用児童及び保護者への聞き取りにより収集（３回）

② 学力の変化

→利用児童及び保護者への同意のもと、

あゆみ・横浜市学力学習状況調査の結果を収集（2016・2017年度分）
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2017年度 モデル事業の成果について
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学校との関係

□ 総合学習の時間（２年生）で「おさん・ひなた塾」を紹介。

クラスでコミュニティサロン「おさん」について調べ、学習発表会で発表。

２年２組
サンサンコンサートの様子

日枝小学校 2年2組 作
おさんのうた

①おさんの方がた いつもにこにこ
受け止めてくれる 優しい人たち

こころがつながって 気持ちがぽっかぽか
ゆめの家おさん みんなで待っているよ

②料理を食べたら ハッピーわくわく
とってもおいしい 気持ちがよくなる
35億パーセント 体にいいよ

ゆめの家おさん みんなで待っているよ

③あったかいのとつめたいの 好きに選べるよ
丁寧に入れている ただでお得

飲んだら嬉しい 優しさつまったお茶
ゆめの家おさん みんなで待っているよ

④おさんがもっと 日枝の町にひろまりますように
おさんのみなさん これからもずっと

いつまでも おげん気で
今までありがとう お世話になりました
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